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　私が役員になって 6年が過ぎた。本当に月日が経つのは早いと感じる。それは生活が充実しているから
だろうか。少なくとも技師会での活動は私に刺激を与えてくれた。
　私からの電子メールを受け取った人は分かると思うが、職場で私は診療放射線技師として働いていな
い。そのような者が技師会活動を行うとどうなるのか。視点がずれるのである。これは、違う視点から見
るなどという格好いいものではない。そのため理事会などで意見がぶつかることもある。
　その時、以前流行した「セロリ」という曲を思い出す。元々恋愛の曲であるが、好き嫌いや価値観は否
めない（歌詞ではイナメナイ）というフレーズがあり、なんとなく自分を納得させてしまう時もある。
　しかし後になって、意見をぶつけ合う理事会に出ているのに、そのようにした自分の行動を悔いること
がある。限られた時間の中で、どの時点で自分を納得させるか、それともとことんぶつけ合うのかの判断
は状況によっても変わる。一概にできない日々の生活でも応用できる、このような勉強の機会を与えてく
れる技師会には、感謝をしている。
 （うし）


